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Ｃ
Ｏ
Ｐ
₂₈
に
お
け
る
議
論
動
向

N
ature-based

Solutions

（
Ｎ
ｂ
Ｓ
）、
す
な
わ

ち
自
然
に
根
差
し
た
解
決
策
は
、
世
界
最
大
の
自
然

保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
国
際
自
然
保
護
連
合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）に
よ
っ
て
２
０
０
₉
年
に
提
唱
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
２
０
２
０
年
に
Ｎ
ｂ
Ｓ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

基
準
を
公
表
し
て
お
り
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
と
そ

の
緩
和
、
災
害
リ
ス
ク
の
削
減
、
生
態
系
の
劣
化
お

よ
び
生
物
多
様
性
の
喪
失
か
ら
の
回
復
、
人
間
の
健

康
、
社
会
経
済
的
開
発
、
食
料
安
全
保
障
、
水
の
安

全
保
障
な
ど
の
社
会
課
題
へ
の
包
括
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
）が
２
０
２
３
年
11
～
12
月
に
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
の
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
ド
バ
イ
は
２

０
２
１
～
22
年
に
実
施
さ
れ
た
万
博
の
開
催
地
で
も

あ
る
。
折
し
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
と
同
時
期
に
、
カ
タ
ー

ル
の
ド
ー
ハ
で
は
国
際
園
芸
博
覧
会
が
開
幕
し
た
。

筆
者
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
10
年
以
上
前
か
ら
参
加
し
て
い
る

が
、
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
世
界
が
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

を
宣
言
し
た
あ
た
り
か
ら
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」「
生
物
多
様
性
」
に
つ
い
て
の
議
論
の
活
発
さ

が
顕
著
に
な
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
28
に
お
い
て
は
、
食
料
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
、
そ
し
て
Ｎ
ｂ
Ｓ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ

押
し
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
生
物
多
様
性
と
気
候
変

動
対
策
の
果
実
を
同
時
に
得
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
、
国
際
機
関
、
金
融
機
関
や
欧
米
企
業
が

参
加
し
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
会
場
で

は
砂
漠
に
お
け
る
農
業
の
展
示
な
ど
も
あ
っ
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る

国
際
的
枠
組
み
や

情
報
開
示
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

企
業
が
Ｎ
ｂ
Ｓ
に
積
極
的
に
関
わ
り
始
め
た
背
景

に
は
大
き
く
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
課
題
認
識

の
高
ま
り
で
あ
る
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｗ
Ｅ

Ｆ
）の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書
が
示
す
よ
う
に
、

生
物
多
様
性
の
喪
失
と
生
態
系
の
崩
壊
は
経
済
と
社

会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
、
深
刻
度

の
認
識
は
高
ま
っ
て
い
る

（
注
１
）。
２
０
２
２
年
に
開
か
れ

た
国
連
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国
会
議（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
15
）で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
30
％

以
上
を
健
全
な
生
態
系
と
し
て
保
全
し
よ
う
と
す
る

目
標（
30
by
30
）が
締
約
国
で
コ
ミ
ッ
ト
さ
れ
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
掲
げ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
特
に
企
業
や
金
融
機
関
に
対
し
、
生
物

多
様
性
へ
の
悪
影
響
を
軽
減
し
、
持
続
可
能
な
生
産

パ
タ
ー
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動
を
求
め
て
い
る

（
注
２
）。

こ
の
決
定
も
踏
ま
え
、
２
０
２
３
年
の
Ｇ
７
気
候
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
大
臣
会
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
済
」
を
う
た
い
、

N
ature-based

Solutions

の
実
現
に
向
け
た

企
業
の
貢
献
と
未
来
像

（注１）世界経済フォーラム『第18回グローバルリスク報告書2023年版』によると、学術界、企業、政府、国際社会、市民社会の専門家
1,200人以上を対象とした最新の「グローバルリスク意識調査」の結果、長期的（今後10年間）なグローバルリスクの深刻度において、
「生物多様性の喪失と生態系の崩壊」は第4位となった

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー︵
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
︶

₂
₀
₂
₇
年
国
際
園
芸
博
覧
会
協
会
理
事

吉よした
か高
ま
り
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幸せを創る明日の風景

民
間
セ
ク
タ
ー
や
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）等
と
連
携
し
、
知
識
の
共
有

や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
う
場
と
な
る

「
Ｇ
７
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
」
の
設
立
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
各
セ
ク
タ
ー
に

お
け
る
生
物
多
様
性
の
主
流
化
を
表
明
し
た

（
注
３
）。
ま
た
、

環
境
省
は
２
０
２
２
年
に
「
生
物
多
様
性
の
た
め
の

30
by
30
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
発
足
さ
せ
、
多
く
の
日

本
企
業
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
そ
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

自
然
と
人
類
の
繁
栄
の
た
め
に
自
然
を
保
全
・
回
復

乗
効
果
は
い
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
。
も
は
や
、
企

業
活
動
の
時
間
軸
と
自
然
に
起
こ
っ
て
い
る
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
は
短
期
的
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
諦
め
て

放
置
で
き
る
時
代
で
は
な
く
、
こ
の
課
題
解
決
に
は

時
間
を
要
す
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
。
欧
州
に
起

源
を
置
く
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
の
ア
ン
ハ

イ
ザ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
ベ
ブ（A

B
InBev

）は
、

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
共
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
高
ス
ト
レ
ス

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
水
の
利
用
の
影
響

を
評
価
し
、
流
域
保
護
へ
の
投
資
を
進
め
て
い
る
。

同
社
は
、
１
５
０
カ
国
以
上
で
５
０
０
以
上
の
ビ
ー

ル
ブ
ラ
ン
ド
を
製
造
販
売
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水

は
同
社
の
生
命
線
で
あ
り
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
社

会
貢
献
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
社
の
長
期
的
な
持
続

可
能
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
企
業
は
、
自
然
か
ら
の
恵
み
に
よ
っ
て

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え

で
、
社
会
や
環
境
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ビ
ジ

ネ
ス
自
体
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
経

済
市
場
を
創
造
し
な
が
ら
貢
献
す
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。GREEN

×EX
PO
2027

は
、
園
芸
の
技

術
、
花
や
緑
の
あ
る
暮
ら
し
の
普
及
を
図
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
に
お
い
て
、
世
界
が
直
面

す
る
社
会
、
環
境
、
経
済
の
課
題
解
決
の
た
め
の
叡え

い

智ち

を
結
集
さ
せ
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
示
す
場
と

な
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
こ
そ
が
、
次
世
代

に
と
っ
て
希
望
の
あ
る
持
続
可
能
な
未
来
へ
バ
ト
ン
を

つ
な
ぐ
出
発
点
と
な
る
。GREEN

×EX
PO
2027

は
、
関
連
す
る
一
部
の
企
業
だ
け
が
関
わ
る
も
の
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
Ｎ
ｂ

Ｓ
を
具
現
化
す
る
絶
好
の
舞
台
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

す
る
活
動
に
資
金
の
流
れ
を
向
け
、
世
界
経
済
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、
自
然
関
連
の
リ

ス
ク
管
理
と
そ
れ
ら
の
情
報
を
開
示
す
る
た
め
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
開
発
・
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
、
パ
リ
協
定
や
ポ
ス
ト
愛

知
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
っ
た
も
の
と
し
、
気
候
関

連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）と

の
両
輪
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
２
０
２
２
年
12
月
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
自
然
と
生
物
多
様
性
の
喪
失
を

逆
転
さ
せ
る
企
業
行
動
を
促
進
す
る
た
め
の
投
資
家

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
が
設
立
さ
れ
た
。
企
業

は
、
こ
れ
ら
の
国
際
的
枠
組
み
や
投
資
家
の
動
向
を

見
据
え
、
企
業
活
動
に
影
響
す
る
自
然
資
本
関
連
の

情
報
開
示
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

G
REEN

×EXPO
2027

を
、

Ｎ
ｂ
Ｓ
を
具
現
化
す
る
絶
好
の
舞
台
に

筆
者
が
協
会
の
理
事
を
務
め
る
、GREEN

×

EX
PO
2027

の
テ
ー
マ
は
「
幸
せ
を
創
る
明
日
の

風
景
」
で
あ
る
。
人
間
の
幸
せ
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
様
々
な
課
題
を
単
体
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、

相
互
依
存
す
る
課
題
に
一
緒
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
段

階
で
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
国
連
の

『
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン

ダ
』
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
ゴ
ー
ル
を
構
成
す
る
社
会
、

環
境
、
経
済
目
標
の
相
互
依
存
性
を
認
識
し
、
そ
れ

ら
の
間
の
相
乗
効
果
を
促
進
す
る
行
動
を
奨
励
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
と
い
う
状
況
が
示
す
通
り
気
候
変
動
の
緩
和
と

そ
れ
へ
の
適
応
、
生
物
多
様
性
の
保
護
に
関
わ
る
相

（注２）：https://www.cbd.int/article/cop15-cbd-press-release-final-19dec2022参照
（注３）：G7気候・エネルギー・環境大臣会合コミュニケ（日本語訳）7ページ参照 https://www.env.go.jp/content/000163420.pdf
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